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□第7回「南伊豆を知ろう会」及び南伊豆町渡辺家史料の保存・調査活動　参加記

大変遅くなってしまい申し訳ありませんが、昨年11月22日に開催された第7回「南伊豆を知ろう会」と、翌23・24日に実施された南伊豆町渡辺家史料整理活動の参加記を掲載いたします。

---------------------------------------------------------------------
□第7回「南伊豆を知ろう会」及び南伊豆町渡辺家史料の保存・調査活動　参加記
　2014年11月22日から24日の3日間、NPO法人歴史資料継承機構による第7回「南伊豆を知ろう会」のシンポジウム及び南伊豆町渡辺家史料の保存・調査活動に参加させて頂いた。「南伊豆を知ろう会」とは、NPO法人歴史資料継承機構が南伊豆町地域で行ってきた保存・調査活動の成果報告会で、2007年に第1回成果報告会が行われて以来、今回が7回目である。
　11月22日は、第7回「南伊豆を知ろう会」が南伊豆町役場で開催され、南伊豆町の渡辺家文書について調査を行ってきた平岡崇氏・増田亜矢乃氏の両氏による成果報告が行われた。報告プログラムは以下に記す通りである。

平岡崇「南伊豆の近代行政文書―旧南中村上賀茂を事例に―」
増田亜矢乃「上賀茂村における川除普請」
　
　平岡報告では、主に近代の行政文書を通して旧南中村各区(上賀茂区・下賀茂区など)の規則や小松野鉱山の鉱毒被害の中で区が果たした役割について考察した。増田報告では、南伊豆地域で起こった災害と川除普請の関係、近世の上賀茂村で行われた川除普請の方法や工程について考察した。　
　私は中世の災害について研究を行っていきたいと考えているので、増田氏が報告した近世の伊豆地域における災害と川除普請の関係性についての考察は非常に興味深いものであった。また、全体として上賀茂を中心とした地域の歴史について学ぶことができたと共に、地域史料を後世に残し、伝えていくことの重要性を改めて認識した。
　11月23日と24日は、南伊豆町渡辺家史料の目録作成・写真撮影・保存処置の作業に参加した。私は主に保存処置の作業に従事し、保存修復の専門家のご指導の下、カビによる劣化が見られた保存箱の状態確認と、同箱内の文書封筒の交換及び、クリップ・ステープラー・虫ピンで綴じられていた史料をこよりで綴じ直すといった作業を行った。
　この保存処置の作業では、後の史料修復を容易にするため、ステープラーの除去を行う際に紙の繊維を極力剥がさないように注意する点や、史料を保存する方法をひとつ間違えるだけでカビの被害を受けてしまう点など、保存作業を行う上での史料の扱い方や、史料を個人で所有し続けることの難しさについて学ぶことができた。
　今回、学外で行う史料の集中整理に参加するのは初めてであったが、調査及び整理された史料が実際に活用されて地元の人々に還元されていく過程を見ることができた点や、史料の保存環境を整備する作業を体感できたことなど、茨城史料ネットの平時の活動では出来ない体験ができ有意義であった。今後、機会があれば同様の活動に積極的に参加していきたいと思った。
　最後に、今回このような貴重な機会を設けてくださいましたNPO法人歴史資料継承機構の皆様に心より感謝申し上げます。
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